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◆川根のみきてぃが綴る「ブログ版　川根本町エコティ日記」 http://eco2kawane.eshizuoka.jp/

萩原　愛（はぎわら　あい）
平成 20 年 3 月から大井川鐵道㈱で駅員、企画、
営業、事務、車掌、電車の運転士を務める。平
成 29 年 4 月から（一社）エコティかわねの事務
局員としてまちづくり事業に尽力する。 

一般社団法人エコティかわね
川根本町桑野山424-6
電話：0547-58-7000
ファクス：0547-58-7001
E-mail:ecotkawane@gmail.com

エコティかわね 事務局

萩原 愛 の

もうすっかり秋ですね。みなさ
んは食欲の秋、スポーツの

秋、芸術の秋…どんな秋をお過ご
しでしょうか？私は芸術に触れな
がら食欲を満たしたいです（笑）。
10月はエコティでも秋らしいプ
ログラムをたくさん企画していま
す！ 

食部門は「自然薯掘り＆調理体
験」、スポーツ部門は「智者

山・天狗石山・奥大井湖上駅トレッ
キング」、「奥大井の自然満喫 SUP
体験」、芸術部門は「秋の草木染め
とベジランチ」、その他、実りの秋
部門「山の田んぼの米づくり体験
～収穫編～」、「在来そばづくり体
験～収穫編～」 そして、癒し部門

は「IYASHI の森林療法 (1泊2日 )」
などなど、個性豊かな内容が勢ぞ
ろい！食べることが好きな人も、
体を動かしたくてウズウズする人
も、芸術を愛でる趣味を持つ人も、
秋の実りに触れて豊かさを感じた
い人も、必ず楽しめるプログラム
があります。 

また、「IYASHI の森林療法」は
心療内科医が監修に携わっ

たプログラムです。自然の中で遊
びながら体験するものとは違い、
心・体の癒しに重点をおいた内容
になっています。とはいっても難
しいことはなく、寸又峡の宿に泊
まり、温泉と郷土料理を楽しみ、次
の日は森を散策するだけ。違いは、
そこに関わるスタッフ達が「森の
案内人」と呼ばれる癒しの研修を
受けているということ。 

例えば、木の幹に抱き着いた
り、川の水に手足をつけた

り、肌で温度を感じたり、癒し効果
抜群の森のフィトンチッドが含ま

れた空気を胸いっぱいに吸い込ん
だり、お客様は五感をフルに使う
ことで癒しを得ます。この一連の
流れは自分で普通に出来る人もい
れば、癒されることに気付いてい
ない、触れることにためらいがあ
る人もいます。そんな人に癒しや
安らぎを感じてもらうために「森
の案内人」が寄り添って歩きます。 

個性豊かな秋プログラム。ス
タッフ達はやる気 充 分 で

す！みなさん遊びに来てください
ね。 

川の水に触
れて自然を
五感で感じ
ています。 

「IYASHI の
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山田俊男さん（上長尾区）
☎（56）0385

岡本　優さん（小長井区）
☎（59）2204
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ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1617


